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に“AmericanForestry Association"が設京されたi療に， その立て役者のワーダー CWarder，




政府ではなく一個人の事業ではあったが， ビルトモア CBiltmore) は林業および林業教育の
最初jの実験地となり，その後の理場保全j誌;tE!に大きな影響を及ぼした人々が関係したという点で，
合州国の林業およひ官i境保全の原点であるとも言える。また，そこに近代造闘を服立したオルム
















で木材の伐採と売買を取り締る法律が制定されたり， 1681年に 5エーカーを間諜する毎に 1
エーカーの樹林を保存せよと含う布告を発した現夜のペンシルベニアナ卜!の鎖ウィリアム・ペン







ソロー CThoreau，Henry David， 1817 - 1862)は1854年マサッチ ι ーセッツ州のコンコー
ド (Concord)郊外のウオールデン地 (WaldenPond)畔での小路暮らしの生活の記録そ出版
したが1) これは人間に飼い慣らされた自然潔墳における体験である。外交官とじてヨーロッパ
に滞殺した経験からマーシュ (Marsh，George Perkins， 1801… 1882)は地中海沿岸の文明の
興亡を観察して，人!inが自然環iztに対して働きかけることによる問題に関して地人事ではないと









森林破壊の問題に対する政府の対応はシュルツ CSchurz，Carl， 1829 - 190W' (Fig. 1 )の
内務官3長官Il寺代 0877 1881)に本格的になった。 彼はト‘イツの林業地域に生まれ， 18521fに
合州、I!識に移民した。 17q務官民誌になると森林の保全は国家的な問題であると議会に訴え，述邦政






シュルツが内務省長官を退いた 1881年には， /.良務省内に林業部門 CDivisionof Forestry) 
ができた。これは初代の主任となったハーグ CHough，Franklin Benjamin， 1822 - 1885)が
1878年に農務省の依頼を受け， 森林破壊の問題を述べ， その保全を訴えるレポート後作成した
ことが発端となっている。
2代呂のふfグレストン (Egleston，Nathaniel H.， 1822 -1912)のあとを 1886年に引き継し、






ようになった。 ハリソン CHarrison， Benjamin， 1833 -1901) 大統領は制定直後に間部の
13，000，000エーカーを指定した。その中には州立公閣となっていたヨセミテ渓谷 CYosemite
Valley) を取り巻く地域が含まれていて， ヨセミテの倒立公磁化が前進した。 これによってそ
の後の閤有林や国立公i識が発援する基盤が撃った。
1897年には保護林 CForestReserve)が国有林 (NationalForest) と改称され， 18981手3
月1日にはファーノウの後任としてピンショーが林業部門の主任となった。 1901年にはピン
シEーの知人であったシオドア・ローズベルトが大統舗に就任し， この林業部I]~ (Division of 
Forestry)が森林局 (Bureauof Forestry)と改称され，拡充された。 1905年には“National
Forest"の管理が内務省の土地事務所 CGeneralLand Office)から農務省の森林局へ移管容れ，
ピンショーの強い嬰望によって， 人々に奉仕するという意味がはっきりする“Forest Service" 
という名称とした。
3. オルムステッドとピルトモア
オルムステッド (Olmsted，Fred巴rickLaw， Sr.， 1822-1903)10' CFig.3)はニューヨ…ク
のセントラノレパーク CCentral Park) を始めとする公閣の設計や， キャンパス・都市計樹など
で既に著名な人物となっていた。しかし，ニューヨークの公i識に!鶏わる政治的な間争に疲れ果て








1888 ir:にオルムステッJ-"はジ日ージ・パンダーピルト (Vanderbilt， Gcorge W.， 1862… 
1914) (Fig. 4 )からビルトモアのfliliに参ITlIiすることを求められた。彼とパンダービルト家と
の関わりをたどると， ニ品ーヨーク州、!のスタトン品 CStatenIsland) に移住し，科学段法の実
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践会試みた 1848年にさかのぼる。そのとき隣地に態i認を所有していたウィリアム・パンダービ





アッシュピル (Ashvi11e) 郊外を訪れ，その気{院と I~Ê設から，このどルトモアの地が気に入り，
1888年までに約2.000エーカーを入手した。だが，そのこ|二地をどうするのかという具体的な言hili







建物自体は当時議I誌の人気を誇っていたハント (Hunt.Richard Morris. 1828 - 1895)が担
当することになった。 1889$ 3月にその関部を兇たオルムステッ F'は， ヨーロッパの城のよう
な折衷主義のハントの態築 (Fig. 5) に対して批判的であったが， I~E~裂や風向きなどの配l留に
i却するデザインの変更を勧めた総!支で，協力して仕事が遂行され，建物はi却1:7月には務工され
た。 とはいえ， 態物を取り巻く庭園空間 (Fig.6) は建築に従照的に成らざるをえなかった。




boretum) をつくることも決定した。 これは， 彼が， ハーバード大学の所有するボストン郊外
のアーノルド結;木Ilm(Arnold Arboretum) のデザインに|羽わり， また， 維持“Gardenand 
Forest"の発行を通じて， =1]1寺のアメリカでもっとも著名な樹木学者で関長でもあったサージ L
ント CSargent，Charles Sprague， 1841 - 1927)と親しかったことに関係する。ピルトモアの
森林にi渇しでも， 1890年の;c[にその改良1i1'U母惑をサージェントに提出し， アドパイスを求めて
いた。 1890年には，彼は，その後60年に渡ってビルトモアの管rmi-担当することになったビー






事となった。 1895年の 3j=J1こはオルムテッ 1':の紀給力が著しく袋え， ときには会う予定の人物
の名l1ijさえも忘れるほどになり，実務の多くは息子が代行するようになった。それでも同:11:4月
米にどルトモアの林地の管恕!をピンショー{こ代わって行なうためにぎIJ殺した 1~5i~に，オ jレムステッ
ドにfm会したシ A ング CSchenck， Carl Alwin. 1868-1955) は彼の専門家としての能力を高
く評僻しただけではなく，今までに出会ったなかでもっとも愛すべき老人で・あったと述べているO


































こで， 1885 i:f:に家の伝統であるイエー ル CYale)大学に入学してから，生物学や， t自主H学，
天文学などの関係のありそうな学科を選択した。
1889 :tl~の春に i卒業し， 本協的に林学会学ぶために， 林が紘立したヨーロッパに向かった。
j<'イツの高名な“Forstmeister"で， ビノレマやインドに林業そ導入した実私立公持つブランディス
CBrandis， Dietrich)のアドバイスを受けたo 1<1父がフランス出身のピンショーは， フランス
も JIHì~だったことも手伝って，ブランスのナンシー (Nancy) にある開立林学校 CL'Ecole














学んだピンシ冨ーのことをオ Jレムステッドは開き知っていたに違いなし、。 1891年 10月にどン
ショーはビルトモアでオノレムステッドに初めて会った。さらに袈月にはオルムステッドの事務所
のあるボストン郊外のブルックライン (Brookline) でどンシ謂ーは経験や林業に関する知識に
ついてのインタビューを受けた。そして， 12月には採用が決定され， 翌年の 2月からピルトモ
アで勤務することになった。 ピンショーはその出会いの感動を， rオルムステッド氏は私にとっ




















ダックなどの森林の保全計測の策定などをおこなった。 さらに， 1895年春には. 1皮のドイツに
おける斜iであったプランディスのアドバイスによって， シι ンクを後詰として呼び寄せ， ピン
シgーはどルトモアの森林管理の}肢を砕した。




Fig. 1 Car1 Schurz 
(1829-1906) 6) 
























るミュア (Muir， ]ohn 1838 - 1914) にも会った。 1898年には“Divisionof Forestry"の









Fig.5 Biltmore Houso (1988) Fig. 6 Biltmore Garden (1988) 
Fig'.7 Biltmore Forest (1988) Fig. 8 Biltmore Plan (1896)叫
Fig. 10 Managemenl Zone of Biltmore F'orest (1893)17) 
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1895年にどンショーの後継者としてドイツから米たシェンクによって実現主れた。{皮lま溜年か
ら学生を受け入れ年で林業実務を修得する課程をもっ唱i1tmor邑 Forest School"を 1898
主1:9月 1日から正式に!?自校した。この学校は後に合併、I!謹森林間で活綴した人材を育成した。しか
し， 1907主手頃には木材不況の器汚撃を受け， 学校の維持援を捻出してきたピルトモアの製材所か





























パンダーピルトの死後， 処分された森林の多くは， 現夜ピスガー鴎脊林 (Pisgah National 
Forest)となり，邸宅は博物館として公開されている。
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Summary 
1n the Unitecl States， forest conservation movement began in late 19 th century， as 
a result of rapicl increas巴 ofenvironmental problems caused by urbanization in the 
eastern cities ancl ruthlとsslim ber hal、rastingin the West. As a p1ace of the first 
practical forestry， ihe project at Biltmore Estate is extreme1y important ancl has [01-
lowing meanings in the history of the U. S. conservation movement. 
1. Scientific for巴stryis carriecl ou t.
2. Social reformer ancl first 1anc¥scape architect， Freclerick Law Olmst巴c¥met ancl 
influencec¥ young Gifforc¥ Pinchot， who later became a c1irector of the U目S.Forest 
Service. 
3. First forestry schoo1 in th巴 UnitedStates was openec¥. 
4. Total environmental planning inclucling arboretum， nurs♀1・y，moclel farm， villege 
246 
and forest was made. 
This project did not last very long because the funding and final decision was 
made by an bi1ionaire Geroge W. Vanderbilt， who spent too much money to sustain 
this project and died young. However， people involved in this project and educated 
here took charge of U. S.forests and conservation movement in the 20 th century. 
